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 福井県若狭湾エネルギー研究センターは、平成 10 年 11 月 11 日に開所し、今年の 11 月で 20 周

年を迎えます。そこで、これを記念し講演会を開催します。 

講師には、量子科学技術研究開発機構（量研）の平野俊夫 

理事長をお招きし、重粒子線がん治療装置「HIMAC（ハイマ 

ック）」を利用した「がん死ゼロ健康長寿社会実現に向けて 

～量研の戦略～」というテーマで講演いただきます。 

 当日は、講演会終了後に加速器施設の見学会を予定してい 

ます。また、エネ研の研究成果について展示するほか、「育 

種技術体系の構築」に関する国の戦略的プログラムにエネ研 

とともに参加している理化学研究所と量研の研究成果も合わ 

せて展示します。 

当日参加も可能ですが、できるだけ事前にお申込みいただ 

くようお願いします。詳細は、チラシまたはエネ研ホームペ 

ージ（http://www.werc.or.jp/）をご覧いただくか、企画 

支援広報部（TEL：0770-24-7273)までお問合せください。 

（日 時）平成 30 年 11 月 16 日（金）13:00～ 

（場 所）福井県若狭湾エネルギー研究センター ホール 

（参加費）無料 

 

SSH※（Super Science High school）指定校である福井県立 

高志高校の 2 年⽣40 名が、平成 30 年 9 月 12 日にエネ研の研 

究員の指導の下、各自の選択したテーマについて専門性の高い 

分析機器等を利用した科学実験や分析・観察等を⾏いました。 

このうち、「アルデヒド脱水素酵素の遺伝子型判定」では、⽣徒たちが各自の口内細胞から DNA

を抽出し、遺伝子検査装置によりアルコール分解に関係のあるアルデヒド脱水素酵素の遺伝子の型

を調べました。その結果、自分の遺伝子がアルコール分解能力の強いタ 

イプかどうかがわかり、⽣徒たちは遺伝子分析に強い関心を示しました。 

実験後には、⽣徒同士による結果発表を⾏いました。自分たちの発表 

が制限時間内に収まるよう工夫したり、活発な質疑を交したりして、科 

学に大いに興味を持つ体験となりました。 
 

テ ー マ 講師（エネ研） 

環境水等に含まれる微量金属分析 遠藤研究員 

プログラミングと近似計算の基礎 西尾研究員 

電子顕微鏡によるミクロ組織の観察 安永研究員 

アルデヒド脱水素酵素の遺伝子型判定 田中研究員 

β（ベータ）線とγ（ガンマ）線の吸収曲線の測定 栗田研究員 

金属の蒸発と薄膜⽣成実験 石神研究員 

発光ダイオード(半導体)の特性と光子数の算出 鈴木研究員 

 

 

今年はエネ研開所 20 周年 11 月に記念講演会を開催 

高志高校の生徒がエネ研の分析機器等を利用して実験しました 

※SSH･･･⽂部科学省が指定。指定校は、

科学技術系人材の育成を目的に、大学や

研究機関等と連携し、学習指導要領によ

らない発展的な内容を学んでいます。 

口内細胞からの DNA の抽出実験 

実験結果発表の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 原子力発電を導入、または検討しているアジア各国の原 

子力人材育成に貢献するため、原子力の立地に関する事項 

を学ぶ⽂部科学省の研修事業「原子力施設立地コース」を 

平成 30 年 8 月 27 日から 31 日までの５日間、アクアトム 

などで開催しました。 

本研修には、バングラデシュ、マレーシア、インドネシ 

ア、タイ等のアジア10か国とオブザーバー参加のポーラン 

ドの計11か国から、原子力庁、原子力委員会、電力公社等 

の⾏政官11名が参加し、原子力立地に係る法律、審査事項 

や広報、リスクコミュニケーションに関する講義を受講し 

ました。また、立地選定や国民理解など各国の原子力導入 

計画に関する課題について討論を⾏ったほか、原子力の科 

学館「あっとほうむ」等の福井県内の原子力関連施設を見 

学しました。 

研修⽣からは、「国民理解のためには正しい情報の普及 

が必要で、『あっとほうむ』のような子供が楽しく学べる 

施設は我々の国にも必要だ。」といった感想が寄せられま 

した。 

 

  
エネ研では、研究活動を広くご理解いただくために研究報 

告会を実施しています。 

今回は、特別講演として、「はやぶさ」が持ち帰った小惑 

星「イトカワ」のサンプルの分析チームリーダーを務めた京 

都大学大学院の𡈽山明先⽣を講師にお招きし、分析結果や、 

現在小惑星「リュウグウ」で活動中の「はやぶさ２」への期 

待等についてご講演いただきます。 

また、エネ研の研究内容やエネ研が開発したシステムの紹 

介、ポスターセッションを⾏います。 

詳細は、エネ研ホームページ（http://www.werc.or.jp/） 

をご覧いただくか、企画支援広報部（TEL：0770-24-7273 

)までお問合せください。ご来場をお待ちしております。 
 
（日 時）平成 30 年 10 月 30 日（火）13:30～17:00 

（場 所）福井市⽂京 3 丁目 9-1   

福井大学⽂京キャンパス総合研究棟Ⅰ 

13 階会議室 

（参加費）無料 

 

第 20回 エネ研研究報告会を 10月末に開催します 

本誌を読まれてのご感想、ご意見を下記担当あてお寄せください。また、エネ研では、 

福井県内の企業を訪問し、研究ニーズとシーズのマッチングを⾏っております。訪問を 

ご希望の方も、下記担当までどうぞ。 

 郵 便：〒914-0192 福井県敦賀市長谷 64-52-1 

     公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター エネ研ニュース担当 あて 

 E-mail：kikakushien@werc.or.jp  TEL：0770-24-7270 FAX：0770-24-7275 

「あっとほうむ」の見学 

日本原子力発電（株）の敦賀発電所 

3･4 号機建設準備工事現場の見学 

http://www.werc.or.jp/
mailto:werc@werc.or.jp

